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Ⅰ 決算概況
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2022年8月期 第2四半期決算 業績ハイライト（連結・個別）

2022年8月期 第2四半期（連結）

売上高 6,097百万円（前期比 6.1％増）

営業利益 1,349百万円（前期比 6.7％増）

2022年8月期 第2四半期（個別）

売上高 5,820百万円（前期比 6.6％増）

営業利益 1,391百万円（前期比 11.2％増）
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損益計算書の概要（連結）

(単位：百万円、下段は構成比)

2021年8月期
第2四半期

累計

2022年8月期 第2四半期累計

実績
前年

同期比
増減額 計画 計画比 増減額 主な変動要因（前年比）

売上高 5,747
(100.0%)

6,097
(100.0%)

+6.1% +350 5,950
(100.0%)

+2.5% +147 【売上高】

・放送事業収入： +230百万円
・その他収入： +130百万円
・その他収入（出版）： ▲10百万円

【営業利益】

・放送事業： +140百万円
・出版事業： ▲55百万円

売上総利益 3,054
(53.1%)

3,227
(52.9%)

+5.7% +173 －
(－)

－ －

営業利益 1,264
(22.0%)

1,349
(22.1%)

+6.7% +84 1,060
(17.8%)

+27.3% +289

経常利益 1,334
(23.2%)

1,348
(22.1%)

+1.0% +13 1,060
(17.8%)

+27.2% +288

親会社株主に帰属
する四半期純利益

911
(15.9%)

906
(14.9%)

▲0.5% ▲4 735
(12.4%)

+23.3% +171

売上高は6,097百万円（前期比6.1％増） 、営業利益は1,349百万円（前期比6.7％増） 、

親会社株主に帰属する当期純利益は906百万円（前期比0.5％減）
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(単位：百万円、下段は構成比)

2021年8月期末
2022年8月期第2四半期末

第2四半期 前年増減額

流動資産 15,520
(67.6%)

15,791
(68.5%)

＋271

固定資産 7,452
(32.4%)

7,276
(31.5%)

▲175

資産合計 22,972
(100.0%)

23,068
(100.0%)

＋95

流動負債 2,549
(11.1%)

2,079
(9.0%)

▲470

固定負債 107
(0.5%)

112
(0.5%)

＋5

負債合計 2,656
(11.6%)

2,192
(9.5%)

▲464

純資産合計 20,316
(88.4%)

20,876
(90.4%)

＋560

負債・純資産合計 22,972
(100.0%)

23,068
(100.0%)

＋95

貸借対照表の概要（連結）
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損益計算書の概要（個別）

(単位：百万円、下段は売上比)

(単位：百万円、下段は構成比)

2021年8月期
第2四半期

累計

2022年8月期 第2四半期累計

実績 前年同期比 増減額 計画 計画比 増減額 主な変動要因（計画比）

売上高 5,459
(100.0%)

5,820
(100.0%)

+6.6% +360 5,672
(100.0%)

+2.6% +148

（売上高）
・タイム収入： ▲32百万円
・スポット収入：＋134百万円
・その他収入： ＋ 47百万円

売上総利益 2,900
(53.1%)

3,116
(53.5%)

+7.5% +216 － － －

（段階利益）
・新規レギュラー番組の制作、
それに伴う広告宣伝等を実施。
売上高が計画を上回り増加。

営業利益 1,250
(22.9%)

1,391
(23.9%)

+11.2% +140 1,069
(18.8%)

+30.1% +322

経常利益 1,320
(24.2%)

1,391
(23.9%)

+5.4% +70 1,069
(18.8%)

+30.1% +322

当期純利益 902
(16.5%)

950
(16.3%)

+5.2% +47 741
(13.1%)

+28.2% +209

売上高は5,820百万円（前期比6.6％増） 、営業利益は1,391百万円（前期比11.2％増） 、

当期純利益は950百万円（前期比5.2％増）
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売上区分別実績（個別）

(単位：百万円、下段は構成比)

主な増減要因（前年対比）

◼ タイム収入

・持込番組、通販番組等の引き合い増により、前年同期比微増で着地

◼ スポット収入

・通販スポットの好調が前期第4四半期から継続し、前年同期比+14.5％と大幅増

◼ その他

・番組等への出資による配当金収入等が堅調に推移し、前年同期比+76.2%と大幅増

2021年8月期
第2四半期累計

2022年8月期 第2四半期累計

実績 前年同期比 計画 計画比

売上高 5,459
(100.0%)

5,820
(100.0%)

+6.6% 5,672
(100.0%)

+2.6%

タイム収入 3,943
(72.2%)

3,979
(68.4%)

+0.9% 4,012
(70.7%)

▲0.8%

スポット収入 1,344
(24.6%)

1,539
(26.4%)

+14.5% 1,405
(24.8%)

+9.6%

その他 171
(3.1%)

301
(5.2%)

+76.2% 254
(4.5%)

+18.9%
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主要費用項目実績（個別）

2021年8月期
第2四半期累計

2022年8月期 第2四半期累計

実績 前年同期比 主要な増減要因

番組関連費用（原価） 1,555
(28.5%)

1,724
(29.6%)

+10.8%

番組購入費 156
(2.9%)

177
(3.0%)

+13.0%
幅広い年齢層に対応したコンテンツジャンルの拡
充

番組制作費 1,399
(25.6%)

1,547
(26.6%)

+10.6% 新規レギュラー番組の制作

放送関連費用（原価） 313
(5.7%)

290
(5.0%)

▲7.4%

放送委託費 278
(5.1%)

266
(4.6%)

▲4.0%

技術費 35
(0.6%)

23
(0.4%)

▲34.0%

広告関連費用（販管費） 408
（7.5%)

414
（7.1%)

+1.4%

広告宣伝費
385
(7.1%)

389
(6.7%)

+1.2%
15周年施策を含めた 新聞（全国・地方）やWEB
等の広告宣伝を効率的に実施

販売促進費 23
(0.4%)

24
(0.4%)

+5.1%

(単位：百万円、下段は売上比)
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貸借対照表の概要（個別）

(単位：百万円、下段は構成比)

2021年8月期末
2022年8月期第2四半期末

第2四半期 前年増減額 主な増減要因

流動資産 14,674
(66.3%)

15,014
(67.3%)

+340 ・現金及び預金の増加 ＋381百万円

固定資産 7,462
(33.7%)

7,287
(32.7%)

▲174

資産合計 22,136
(100.0%)

22,302
(100.0%)

+165

流動負債 1,824
(8.2%)

1,380
(6.2%)

▲443
・未払金の減少 ▲149百万円
・未払費用の減少 ▲105百万円
・未払法人税等の減少 ▲168百万円

固定負債 107
(0.5%)

112
(0.5%)

+5

負債合計 1,931
(8.7%)

1,493
(6.7%)

▲438

純資産合計 20,205
(91.3%)

20,808
(93.3%)

+603

負債・純資産合計 22,136
(100.0%)

22,302
(100.0%)

+165
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Ⅱ 重点実施事項トピックス
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基本戦略「6つの力」と重点施策「Value5」
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2021年12月から2022年2月のトピックス

東京メトロポリタンテレビジョン㈱、㈱京都放
送と３社共同制作にて、月1回のレギュラー
放送。出演者は俳優の常盤貴子さん。

㈱京都放送との共同制作で、大人の知的好
奇心を満たす本格派京都紀行番組。

グループ企業との取組み

グループ会社である㈱理論社、㈱国土社の児童書を
映像化し、読み聞かせ番組として放送。
公式Youtubeチャンネルでの配信も行っております。

特別番組

ローカル局コラボレーション施策

Credit: Discovery Communications, LLC

(株)世界文化社より刊行されて
いる『東京藝大で教わる西洋美術
の見かた』(著者：佐藤直樹）を２
夜連続でテレビ番組として放送。

無観客配信ライブとして開催され
たスペシャルステージを、バックス
テージの映像も交え、臨場感のある
映像をお届けしました。

イーロン・マスクの宇宙事業立ち上
げ当初からの軌跡、民間企業で初
となる有人宇宙飛行の打ち上げの
裏側を知ることができるドキュメン
タリー番組。

新型コロナウイルス感染症拡大の
影響で２年ぶりの開催となった
『2021年度 全日本学生柔道体重
別選手権大会』を放送。

１月放送 １月放送 １2月放送 １月放送

日本初放送
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2021年12月から2022年2月のトピックス

岩田公雄さん・上野 愛奈さん担当。
“難しいテーマを、よりやさしく、よ
り深く”をテーマに、豪華ゲストの
方々を迎えよりわかりやすく 、よ
りジャーナリスティックにお届け。

財部 誠一さん・内田 裕子さん
担当。経営者・政治家などから、
独自の視点でリアリティある話
を聞き出します。

BS初放送

タイ BLドラマ

©2019 Ledao Entertainment Limited. All Rights Reserved. 

提供：アジア・リパブリック13周年

中国時ドラマ

日本初放送

©BEIJING IQIYI SCIENCE ＆ TECHNOLOGY CO.,LTD.

報道番組の充実

ドラマジャンルの拡充

ヨーロッパミステリー

© Kudos Film & Television 2016, ©Kudos Film & Television Limited 2017

BS初放送

12月より新たに岸田雪子さん
をキャスターに迎え、身近な
テーマを生活者目線で取り上げ、
明るい未来志向のスタンスでお
送りしていきます。

月曜～木曜日 毎月第1・第3金曜日 毎月第2金曜日 毎月最終金曜日

二木 啓孝BS11解説委員・田村
あゆちさん担当。3つのコーナー
を通して注目のニュースをゲスト
の論客とともに語り合います。

製作委員会出資作品

©銀泥／一迅社 ©2022「パティシエさんとお嬢さん」製作委員会

日本ドラマ

様々な角度から

“今知りたい”

に応えます。
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2021年12月から2022年2月のトピックス

レギュラー番組

お正月特別番組「今、届けたいニッポンの名曲」では、千昌夫さん、細川た
かしさん、伍代夏子さんなど、豪華ゲストによる2時間スペシャルを放送し
ました。

年末に２夜連続放送で金沢・能登・信州・秋田をつなぐ、IRいしかわ鉄道・のと
鉄道・しなの鉄道・秋田内陸鉄道・由利高原鉄道などをめぐり、絶景を楽しみな
がら、シーカヤック体験や食をご紹介しました。

1月より放送・配信開始。男女お笑いコ
ンビのラランドが様々な企画に挑戦す
るバラエティ番組。

1月より放送開始。女子プロレスの試
合ダイジェストと、選手たちのドキュメ
ンタリーをお届けするスポーツ番組。

© 2020 World Wonder Ring STARDOM, All rights reserved.

解説：加来耕三さん、MC：中西悠理
さんが、北条義時や北条政子など話
題の偉人を取り上げました。

番組6シーズン目。田中直樹さん（コ
コリコ）・川口満里奈さんが、 ダイジェ
スト・試合情報などを熱く伝えます。

©2022ラランド「有象無象SHOW」製作委員会
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2021年12月から2022年2月のトピックス

アニメ番組の強化

2022年1月クールはアニメ関連番組全44タイトルを放送

2021年10月で7年目に
突入。番組MCは声優の和
氣あず未さんが務め、毎回
ゲストを招くトークバラエ
ティ。

番組オリジナルアレンジに
よるスタジオ生演奏でMC
の森口博子さん、酒井ミキ
オさん、そしてゲストが、そ
れぞれがセレクトするアニ
ソンをお届け。

♦アニメ関連番組の強化

© アニメ「プリンセスコネクト！Re:Dive」製作委員会 © 2021 瘤久保慎司/KADOKAWA/錆喰いビスコ製作委員会

©吾峠呼世晴／集英社・アニプレックス・ufotable

©Team24／東京24区プロジェクト

©福田晋一/SQUARE ENIX·「着せ恋」製作委員会 ©水崎弘明・COMICメテオ /「怪人開発部の黒井津さん」製作委員会

年末年始アニメ関連番組 特別編成

©2019 佐島 勤/KADOKAWA/魔法科高校2製作委員会. ©榎宮祐・株式会社KADOKAWA刊／ノーゲーム・ノーライフ
ゼロ製作委員会.

© AAS／新海上安全整備局
©2019 丸戸史明・深崎暮人・KADOKAWA ファンタジア文庫
刊／映画も冴えない製作委員会

テレビ独占放送

『アニメロサマーライブ２０２１

powered by Anison Days』

世界最大のアニソンライブイベント

『アニメロサマーライブ２０２１

powered by Anison Days』を、

テレビ独占元日一挙7時間放送。
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2021年12月から2022年2月のトピックス

配信コンテンツの充実

重点施策である「配信ビジネス、新規事業開発と収益化」を目的とし、自社制作番組のネット配信を強化

Youtube、 GYAO!、

Paravi、FODにて配信中

当社独自の配信サイト

「BS11オンデマンド」においても、

レギュラー番組、特別番組の放送後、

無料配信中！

©2022ラランド「有象無象SHOW」製作委員会
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今後の施策

Ⅱ.配信ビジネス、新規事業開発と収益化

『太田和彦のふらり旅 新・居酒屋百選』オンラインイベント

3月21日(月・祝) に開催。、大信州酒造の蔵元よりご提供いただく
入手困難なグッズの抽選会など、内容盛りだくさんでお届けします。

Ⅰ.コンテンツ強化

2022年新たに設立
された女子ソフトボー
ルD.LEAGUEの開幕
戦を生放送でお届け。

(C)東海テレビ/ビデオフォーカス2004 ©TOKYO MX © 2018 ZAGTOON– METHOD – TOEI ANIMATION. © FunnyFlux / Alpha All Rights Reserved

全国各地に“ボタバラ
旋風”を巻き起こした
“愛憎劇の決定版”と
も言える昼ドラ。

4月より放送のオリジ
ナルドラマ。古川雄輝
さん、細田佳央太さん
など、今注目の俳優
出演の癒し猫エンター
テインメントをお届け。

現役タカラジェンヌを迎
え、舞台・プライベート
トーク、さらに番組オリ
ジナル舞台映像もお届
け。皆様からの熱いご
要望にお応えして4月
から放送復活です。

世界119カ国で放送
され、子どもから大人
まで幅広いファンを
獲得している大人気
アニメーション。英語・
日本語の2か国語放
送でお届け。

人気キャラクターた
ちがチームワークで
世界中の子供たち
と共にトラブルを解
決していきます。英
語・日本語の2か国
語放送でお届け。

報道ライブ インサイド OUT Presents

ジャーナリスト養成オンライン講座

～「難しいテーマを、よりやさしく、より深く」～

BS11「報道ライブ インサイド OUT 」のジャーナリストが 、 未来のジャー
ナリストを育成します。

© 2022「ねこ物件」製作委員会
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今後の施策

過去最多となる、全国各地の15
放送局とのコラボレーションが実
現。3週にわたり放送。

Ⅲ.アニメ事業の強化と発展

4月クール放送アニメ『まちカドまぞく 2丁目』と、5月公開映画『五等分
の花嫁』出演声優によるスペシャルトークイベントを開催。映画『五等分
の花嫁』のトークステージには、『アニゲー☆イレブン！』でMCを務める

和氣あず未さんがMCとして登場します。

©あｆろ・芳文社／野外活動委員会©春場ねぎ・講談社／映画「五等分の花嫁」製作委員会

映画『五等分の花嫁』と映画『ゆるキャン△ 』
の特別仕様オリジナルショッパーを配布

世界最大規模のアニメイベント「AnimeJapan 2022」に今年も出展。

「ANIME+」「アニメ＋」にてオンエアーする4月新作アニメ情報も紹介します。

©春場ねぎ・講談社／映画「五等分の花嫁」製作委員会 ©春場ねぎ・講談社／映画「五等分の花嫁」製作委員会

7回目となる㈱京都放送との共同
制作番組。美しい桜の映像を、西田
ひかるさん、川井郁子さんとともに
2時間生放送。

Ⅳ．コラボレーション施策の推進♦アニメ4月クール出資作品

上記2作品のほか、 『まちカドまぞく 2丁目』、映画『五等分の花
嫁』など、話題作への出資をいたします。

また、4月クールも引き続きアニメ関連番組を約40タイトル放送
します。

※ブースイメージ

©Fanfare Anime Project ©B★RS/ブラック★★ロックシューター DAWN FALL製作委員会
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Ⅲ 通期計画
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2022年8月期 通期計画（連結）

(単位：百万円、下段は構成比)

2021年8月期 2022年8月期

第2四半期
累計

通期

第２四半期累計 通期計画

実績 前年同期比 計画 前期比 増減額

売上高 5,747
(100.0%)

12,004
(100.0%)

6,097
(100.0%)

+6.1% 12,200
(100.0%)

+1.6% +196

営業利益 1,264
(22.0%)

2,669
(22.2%)

1,349
(22.1%)

+6.7% 1,810
(14.8%)

▲32.2% ▲859

経常利益 1,334
(23.2%)

2,741
(22.8%)

1,348
(22.1%)

+1.0% 1,810
(14.8%)

▲34.0% ▲931

親会社株主に帰属
する当期純利益

911
(15.9%)

1,866
(15.6%)

906
(14.9%)

▲0.5% 1,250
(10.2%)

▲33.0% ▲616

売上高は12,200百万円（前期比1.6％増） 、営業利益は1,810百万円（前期比32.2％減） 、

親会社株主に帰属する当期純利益は1,250百万円を計画（前期比33.0％減）

(単位：百万円、下段は売上比)

コンテンツ強化等によるコスト増を見込むため前期比減益
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2022年8月期 通期計画（個別）

2021年8月期 2022年8月期

第２四半期
累計

通期
第２四半期累計 通期計画

実績 前年同期比 計画 前期比 増減額

売上高 5,459
(100.0%)

11,269
(100.0%)

5,820
(100.0%)

+6.6% 11,500
(100.0%)

+2.0% +231

タイム収入 3,943
(72.2%)

8,008
(71.1%)

3,979
(68.4%)

+0.9% 8,161
(71.0%)

+1.9% +153

スポット収入 1,344
(24.6%)

2,759
(24.5%)

1,539
(26.4%)

+14.5% 2,825
(24.5%)

+2.3% +66

その他 171
(3.1%)

500
(4.4%)

301
(5.2%)

+76.2% 512
(4.5%)

+2.4% +12

営業利益 1,250
(22.9%)

2,632
(23.4%)

1,391
(23.9%)

+11.2% 1,800
(15.7%)

▲31.6% ▲832

経常利益 1,320
(24.2%)

2,704
(24.0%)

1,391
(23.9%)

+5.4% 1,802
(15.7%)

▲33.4% ▲902

当期純利益 902
(16.5%)

1,840
(16.3%)

950
(16.3%)

+5.2% 1,243
(10.8%)

▲32.4% ▲597

売上高は11,500百万円（前期比2.0％増）、営業利益は1,800百万円（前期比31.6％減） 、

当期純利益は1,243百万円を計画（前期比32.4％減）

(単位：百万円、下段は売上比)

コンテンツ強化等によるコスト増を見込むため前期比減益
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配当の状況と方針

2016年
8月期

2017年
8月期

2018年
8月期

2019年
8月期

2020年
8月期

2021年
8月期

2022年
8月期
（予想）

年間配当 17.0 円 18.0 円 19.0 円 20.0円 20.0円 20.0円 20.0円

1株当たり当期純利益 82.04 円 85.27 円 93.19 円 65.08円 83.72円 104.83円 70.21円

・ 当社は、BSデジタル放送事業者という高い公共性に鑑み 永続的且つ健全な経営の維持に努めるとともに、
財務体質の強化と内部留保の充実を考慮しつつ、将来の事業展開等を総合的に勘案した上で、
長期にわたり安定した利益配当を継続的に実施する方針です。

・ 年1回の期末配当を行うことを基本とします。

配当政策の基本方針

年間配当金

2022年8月期は、期末配当金 ２０.０円を計画

※1株当たり当期純利益の数値は、2017年8月期以前は個別、2018年8月期以降は連結で表示しております。
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株主優待制度

株主優待制度の概要

基準日 2月末日 8月末日

贈呈時期 5月 11月

贈呈内容

株主
優待制度

ビックカメラ商品券1,000円券1枚 ビックカメラ商品券1,000円券1枚

長期保有株主
優待制度

ビックカメラ商品券1,000円券1枚

長期保有株主優待制度の概要

・ 8月末日、2月末日を基準日として、年2回の株主優待を実施

・ ビックカメラグループ全店で利用可能な「ビックカメラ商品券」1,000円券1枚を贈呈

・ 各基準日現在の当社株主名簿に記載または記録された当社株式１単元（100株）以上保有されている株主様が対象

・以下の2要件の両方に該当する株主様に対し、「ビックカメラ商品券」（1,000円券）を追加贈呈。

①基準日（毎年８月末日、２月末日）の当社株主名簿に連続３回以上同一株主番号で記載または記録されたこと

②当社株式1単元（100株）以上を継続して保有されていること
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Ⅳ （ご参考）会社概要
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1999年8月
株式会社ビックカメラにより、衛星放送の番組及び普及
に関する調査研究を目的として設立

2000年12月 ＢＳデジタルデータ放送開始

2004年9月 東経110度ＣＳデジタル放送開始

2007年12月 ＢＳデジタルハイビジョン放送（ＢＳ１１)開始

2010年 4月 一般社団法人日本民間放送連盟に入会

2010年11月
株式会社ジュピターテレコム（Ｊ：ＣＯＭ）において
再送信開始

2011年10月 接触率調査（ＢＳパワー調査）に参加

2014年3月 東京証券取引所市場第2部へ上場

2015年3月 東京証券取引所市場第1部へ上場

2018年1月 理論社・国土社の株式を100％取得し完全子会社化

2022年4月
東京証券取引所市場再編により、
スタンダード市場へ移行

会社概要及び沿革

本社 東京都千代田区神田駿河台二丁目５番地

事業内容
全国無料のＢＳハイビジョン放送“ＢＳ１１”
チャンネルの運営

代表者
代表取締役会長 兼 ＣＥＯ 齋藤 知久

代表取締役社長 兼 ＣＯＯ 近藤 和行

設立 1999年8月

資本金 41億8393万円 （2021年8月31日現在）

従業員数 121名（連結） （2021年8月31日現在）

会社概要 沿革

当社は、国民共有の希少資源である電波を預かる放送事業者として公共的使命と社会的責任の重要性を深く認識しています。

「質の高い情報を提供することで人々に感動を与え幸せな社会づくりに貢献します」という経営理念のもと、企業の持続的な成長

と中長期的な企業価値向上を図るため、実効性のあるコーポレートガバナンスを実現してまいります。

コーポレートガバナンスの基本的な考え方
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当社の事業内容

①独立系だからこそ自由な編成が可能！

②『ドラマ』・『アニメ』・『競馬』など多岐にわたるラインナップ編成により、
幅広い年齢層の視聴者層が存在！

③家電量販店ビックカメラを親会社に持つため、番組・ＣＭの放送に加えて、
消費者へのダイレクトなコンタクトポイントが持てる企画が可能！

BS11の特徴

グループ会社

放送局

地上波系列

2000年12月

系列

開局年月 2007年12月

“無料BS放送６局”として視聴状況調査を実施（～2020年３月）、

共同で『メディアガイド』を作成するなどBS放送の価値向上に向けた
取り組みを実施。

グループ

日本テレビ テレビ朝日 TBS テレビ東京 フジテレビ ビックカメラ 三井物産

BS日テレ BS朝日 BS-TBS BSテレ東 BSフジ BS12
BSキャンパスex

BSキャンパスon

公共

2011年11月

全国無料BS放送局

放送大学松竹・東急

ＢＳ松竹東急 BSJapanext BSよしもと

ジャパネット 吉本興業

2022年3月

独立系
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BS11では曜日・時間帯ごとで視聴者ニーズに応える編成を実施
そのため、他民放BS局と比較しても幅広い年齢層の視聴が見られる

競馬ゾーン

M3

M4

ドラマゾーン

F3

F4

自社制作ーン

F3

F4

M3

M4

アニメゾーン

M1/2

F1/2

M3

TEEN

性別 年齢

TEEN 男・女 12-19歳

M1 20-34歳

M2 35-49歳

M3 50-64歳

M4 65歳以上

F1 20-34歳

F2 35-49歳

F3 50-64歳

F4 65歳以上

男性

女性

ターゲット区分

（2022年4月クール編成表）
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高効率ビジネス

キー局系列の地上波放送コスト構造の比較無料BS放送

・日本全国に電波の送信が可能

・ネットワークの構築が不要

・少数チャンネル地域の存在

・嵩むネットワーク維持費

ア
ッ
プ
リ
ン
ク

◆地上波に比べ低コストでの放送 ⇒ 効率的な広告費で日本全国に放送可能

地上波BS放送

変動費

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
維
持
費

固定費

【地上波とは全く異なるコスト構造により高効率の広告ビジネスを実現】

放
送
関
連
費
用
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 本資料は日本ＢＳ放送株式会社(以下、当社)の業績に関する情報の提供を目的としたものであり、当社が発行

する有価証券の投資勧誘を目的としたものではありません。

 本資料には当社の業績、戦略、事業計画などに関する将来的予測を示す記述および資料が記載されておりま

す。これらの将来的予測に関する記述および資料は過去の事実ではなく、発表時点で入手可能な情報に基づき

当社が判断した予測です。

 また経済動向、他社との競合状況などの潜在的リスクや不確実な要因も含まれています。

その為、実際の業績、事業展開または財務状況は今後の経済動向、業界における競争、市場の需要、その他

の経済・社会・政治情勢などの様々な要因により、記述されている将来予測とは大きく異なる結果となる可能性

があることをご承知おき下さい。

【本資料及び当社IRに関するお問い合わせ先】

日本ＢＳ放送株式会社

経営戦略局 経営戦略部

TEL 03-3518-1900

URL  https://www.bs11.jp/


